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【はじめに】 

我々の研究室では、ポテンショスタットとパ

ルス発生回路と増幅回路を集積化した 8 x 8ピ

クセルの電流型検出イオンセンサの製作に開

発[1]を行っている。このセンサは酸化還元電位

を測定することにより複数のイオンを同時に

検出することが可能である。しかしながら、測

定可能な酸化還元電位の範囲が電極によって

決まっており範囲外の酸化還元電位をもつイ

オンの測定困難である。そのため、電位窓の範

囲外に酸化還元電位を持つ K
+や Na

+などのイ

オンは測定が困難である。そこで本研究では、

選択的にイオンをトラップするイオノフォア

を含んだ PVC 膜[2]を使用したイオン選択電極

を Si 基板上への作製を行い、複数同時計測を

行った。今まで PVC 膜を使用したイオン選択

電極の Si 基板への成膜報告がなされていない

ため今回、Si 基板上に製膜できること、実験

から濃度依存性と選択性の確認を行った。 

【実 験】 

Si基板上に作製した Au電極(1 mm
2
)に、 

PEDOTを電解重合により堆積させた。その後、

各々のイオンに選択的に応答する PVC 膜を

成膜した。PVC 膜は、PVC とイオノフォア、

可塑剤、支持塩を溶解した THF溶液を滴下し、

蒸発させることにより成膜した。Figure 1 は

作製したセンサの写真である。センサのサイ

ズは 5 mm
2であり、測定は電気化学アナライ

ザ（BAS、ALS760E）を使用して行った。外

部から参照電極としてリークレスAg/AgCl電

極（Innovative Instruments、LF-2）、補助電極

として Pt電極を使用し、サイクリックボルタ

ンメトリー法により KCl 及び NaCl 溶液の測

定を行った。 

【実験結果】 

濃度依存性を Figure 2に示す。Figure 2より

各イオン選択性電極において、濃度依存性と選

択性を確認出来たと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1 作製したセンサの写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a) K
+選択性電極 

(b) Na
+選択性電極 

Figure 2 センサの濃度依存性 
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